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107]7.5gを1日3回食前 または食間内服 とし投与 し
た.牛車腎気丸投与前,投 与4週 後,投 与8週 後の昼
間および夜間排尿回数を比較検討 した.効果判定は排
尿回数が1回 でも減少 した場合 を 「効果あり」,改善
が認められなかった場合を 「効果なし」 と判定 した.
牛車腎気丸投与前 にIPSS,　QOL　score,尿流測定,
残尿量測定 を施行 し,投 与4週 後,投 与8週 後 に再検
し頻尿以外 の下部尿路症状 に対 する効果 も比 較検討 し
た.前 立腺重量 は経 直腸 的超音 波検査 よ り得 られた横
経(acm),縦 経(b　cm),前後 経(c　cm)よ りabc/2
(g)として計算 した,実 虚証判定 は当科風 間 らが作成
した実虚 証判定 ソフ トを用い2),Table　に示 す10項
目(1質 問10点満 点)そ れぞれの点数 を実虚 証判 定ソ
フ トに入力 してス コア化 し,今 回の検討 ではス コアが
50点以上 を実証,49点以下 を虚証 とした.統 計学 的解
析 はWilcoxon　t-test,　Fisher　xact　probability　testを用
いて行 い,p<0.05の場合統計学的 に有意差 あ りとし
た.
　 尚,本 剤投与 については インフォーム ドコンセ ン ト
を得 てか ら開始 した.
結 果
　年 齢 は 平 均73.2歳(51～85歳),前立 腺 重 量 は
28.10±17.34(平均 ±標準偏 差)gで あった.牛 車腎
気 丸投 与 前 の内服 薬 は塩 酸 タムス ロ シ ン0.2mg　lO
例,ナ フ トピジル50mg　7例,酢 酸 ク ロルマ ジノ ン
50mg　1例,塩 酸 プ ロピベ リン10・一　20　mg　6例 で あ
り,牛 車 腎気丸投 与開始後 も投与 を継続 した.実 証 は
9例,虚 証 は11例であ った,副 作用 は3例(15%)で
認 め られ,動 摩1例,便 秘1例,寝 汗1例 で あ り動悸
を生 じた症例 では4週 間で投与 を中止 した.有 効率 は
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昼 間 頻 尿 で9/20例(45%),夜 間 頻 尿 で13/20例
(65%)で あ っ た.投 与 前,投 与4週 後,投 与8週 後
で 昼 間 排 尿 回 数 は7.73±3.58,6.88±2.28,6.40±
2.09回,夜 間 排 尿 回 数 は4.40±2.39,3.10±1.47,
2,74土1.74回と有 意 に 減 少 し て い た(Fig.1).実虚 証
別 で の 効 果 に お い て は 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な
か っ た.尿 流 測 定 で は 投 与 前,投 与4週 後,投 与8週
後 で 最 大 尿 流 率(Qmax)は,8.78±5.13,11.45±
1L12,11,96±8.62　ml/sec,平均 尿 流 率(Qave)は
4.34±3.03,5.31±4.99,5.33±4.Ilml/secであ り,
と も に 投 与8週 後 に 有 意 に 改 善 が 認 め ら れ た(Fig.
2).残 尿 量 に お い て は 投 与 前,投 与4週 後,投 与8週
後 に39.67±61.71,28,71±39.35,27,53±31.97　ml
と 減 少 して お り,投 与8週 後 に 有 意 に 改 善 が 認 め ら れ
た(Fig.3).　IPSSは 投 与 前,投 与4週 後,投 与8週
後 で19.85±7.42,16.20±8.08,13.42±6.58点で あ
り,投 与4,8週 後 で 有 意 に 改 善 が 認 め ら れ た が,
ΩOL　 scoreでは4.45±0.83,4.05±1.05,3.58±
1.30点であ り,投 与8週 後 に有意な改善が認 め られた
(Fig.　4).　Ipss項目別での検 討では蓄尿障害 の項 目で
の改善が主で,残 尿 感,排 尿 間隔,排 尿の我慢,夜 間
排尿 回数の項 目で投与4,8週 後 に有意 な改善が認 め
られ,尿 線 途絶 の項 目では投 与8週 後 に有意 な改 善が
認め られた(Table　2).
　 前立腺 炎群 のみ で は3例 と少 な く比 較検 討 で きな
かったが,前 立腺肥 大症 群17例での検討で は,昼 間お
よび夜 問頻尿 に対 す る効果 は6/17例(35%),II/17例
(65%)であ り,投 与 前,投 与4,8週 後 で昼 間排尿
回数は6.94±2.24,6.58±1.94,6.37±2.19回,夜聞
排 尿回数は4.55±2.52,3.11±L56,2.91±1.82回と
昼間排 尿 回数 は投 与8週 後 に,夜 間排 尿 回数 は投与
4.8週 後 で有 意 に減少 して い た(p<0.01).投与
前,投 与4,8週 後で Ωmaxは7.67±3.49,8,61±
7.36,9.81±6.21ml/sec,残尿量 は46.31±64.86,
33.66±40.81,32.5±32.54mlであ りともに投与8




















































































前,投 与4,8週 後 で19.41±6.23,16。65±8.31,
13.88±6.73点で 投 与4,8週 後 に 有 意 に 改 善 が 認 め
ら れ(p<0.Ol),　QOL　scoreでは4.29±0.77,3。94±





剤であ り,水毒,痙 血,腎 虚に対する効果が補強され
血液の循環改善作用を有するといわれている3)従来
より泌尿器科領域では前立腺肥大症,慢 性前立腺炎を



























ざまで はあ るが比較 的高 く,昼間頻尿 に対 しては
50～60%6'7),夜間頻尿 に対 しては52～76%6～8'12)と




















症状 としては自験例で も認められたが動悸,の ぼせな
どが出現することもある,抗 コリン,Ca拮抗剤は緑
内障を合併 している症例や,排 尿困難が強 く残尿が多
い症例などには使用が困難であり,口渇の副作用も比
較的多いため,前 立腺疾患に伴 う蓄尿障害に対 して投
与 しにくい場合がある.そ れらの薬剤に比べ牛車腎気
丸は副作用も少なく,排尿障害の改善効果 も認められ
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